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３７
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の
ご
案
内

◇
日
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・０
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（土
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午
後
１
時
３０
分
開
会

１
部

講
演
会
　
１
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「山
本
宣
治
と
そ
の
時
代
～

京
都
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
出
版
の
意
義
」

講

師
　
本
庄

豊
氏

２
部

総
　
会
　
２
時
３０
分
～

３
時
３０
分

◇
会
場

¨
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
キ
ャ
ン
パ
ス

京
都
府
立
医
大
病
院
向
か
い

※

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
取

っ
て
人
数
を
制
限
し
て
開
催
し
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
し
て
の
参
加
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
京
都
府
本
部

第
３７
回
総
会
の
活
動
報
告
と

運
動
方
針

（案
）

は
じ
め
に

７
月

‐０

日
に
行
わ
れ
た
参
議
院

選
挙
は
、
市
民
と
の
共
闘
、
野
党
共

闘
の
前
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
自
民
党
、

公
明
党
、
日
本
維
新
の
会
、
国
民
民

主
党
の
改
憲
勢
力
に
三
分
の
二
の

議
席
を
許
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
選
挙
区
は
、
共
産
党
の
武
山

彩
子
候
補

の
勝
利
に
は
結
び

つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
民
党
を
右
か
ら

ア
メ
リ
カ
と
の
核
の
共
有
、
憲
法
改

悪
を
け
し
か
け
異
様
に
テ

コ
入
れ

を
し
て
議
席
獲
得
に
執
念
を
燃
や

し
た
維
新

の
会

の
京
都
で
の
議
席

獲
得
は
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今

、
国
民
生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の

不
況
、
急
激
な
円
安
で
の
物
価
高
騰
、

社
会
保
障

の
切
り
捨
て
が
進
め
ら

れ
る
な
か
、
消
費
税
減
税
で
景
気
の

回
復
を
と
の
強

い
願
い
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

岸
田
政
権
は

「新
し
い
資
本
主
義

に
お
い
て
も
徹
底
し
て
成
長
を
追

求
し
て
い
く
」
と
言
い
、
「経
済
財
政

運
営
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
大
胆

な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、

そ
し
て
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
の
３
本
の
矢
の
枠
組
み
を

堅
持
す
る
」
と
明
記
し
ま
し
た
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す

る
こ
と
の
宣
言
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

大
企
業
や
金
持
ち
優
遇
政
策
に

つ

い
て
の
反
省
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と

い
う
蛮
行
に
乗
じ
て
、
憲
法
９
条
改

憲
、
軍
事
費
２
倍
化
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
持
な
ど
の
大
合
唱
が
始

ま
る
中
で
、
国
民
の
不
安
は
広
が

っ

て
い
ま
す
。

改
憲

・
大
軍
拡
の
逆
流
に
抗
し
、

「大
軍
拡
で
暮
ら
し
を
押
し

つ
ぶ

す
の
か
」
「
９
条
を
変
え
て
い
い
の

か
」
と
多
く
の
市
民

。
団
体
か
ら
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

自
民
、
公
明
、
維
新
、
国
民
民
主
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の

「改
憲
勢
力
」
が
、
改
憲
発
議
に

必
要
な
３
分
の
２
以
上

の
議
席
を

獲
得
し
た
こ
と
で
岸
田
首
相
は
、
改

憲
草
案
づ
く
り
の
議
論
を
加
速
さ

せ
る
姿
勢
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の

中
心
は
、
９
条
改
憲
で
絶
対
に
許
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

戦
前
戦
後
を
通
じ
反
戦
平
和
を

貫
い
て
き
た
治
安
維
持
法
犠
牲
者

の
思
い
を
受
け
継
い
だ
私
た
ち
は

改
憲
を
阻
止
す
る
た
た
か
い
の
先

頭
に
立

つ
決
意
で
す
。

ま
た
、
岸
田
首
相
は
、１４
日
、
銃
撃

を
受
け
死
去
し
た
安
倍
晋
三
元
首

相
の
「国
葬
」
を
秋
に
行
う
と
発
表

し
ま
し
た
。
国
賠
同
盟
中
央
は
、
い

ち
早
く

「反
対
声
明
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
要
旨
は

「国
葬
」
を
行

う
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
の
国
民
主

権
、
思
想
信
条
の
自
由
と
民
主
主
義

の
原
則
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ

り
私
た
ち
は
強
く
反
対
を
表
明
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

安
倍
政
権
下
の
閣
議
決
定
で
憲

法
解
釈

の
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

可
能
な
も
の
に
変
更
し
、
安
保
法
制

（戦
争
法
）
を
強
行
、
立
憲
主
義
を

根
本
か
ら
破
壊
し
た
。
さ
ら
に
、
特

定
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪
法
な
ど
、

「戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

「新
た
な
戦
時
体
制
形
成
の
最
終

段
階
」
上
台
を
構
築
し
た
も
の
で
す
。

世
界
で
は
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
主

義
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
侵
略
行
為
は
戦
前

の
絶
対

主
義
的
天
皇
制
の
下
で
日
本
政
府

が
、
中
国

へ
の
満
州
国
の
愧
儡
政
権

を
作
り
、
中
国
か
ら
ア
ジ
ア
全
体
に

戦
線
を
拡
大
し
て
い
っ
た
行
為
と

同
じ
で
す
．

国
際
社
会
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
許

さ
な
い
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

治
安
維
持
法
は
、
一
九
二
五
年
に

実
施
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
後

の

一
九
四
五
年
十
月
に
廃
止
さ
れ

る
ま
で
、
当
時
の
天
皇
制
政
府
の
絶

対
的
な
権
力
が
国
民
を
お
さ
え

つ

け
、
権
力
に
し
た
が
わ
せ
る
法
律
と

し
て
暴
威
を
ふ
る
い
ま
し
た
ず
拷
問

で
虐
殺
さ
れ
た
り
獄
死
し
た
り
し

た
人
が
百
九
十
四
人
、
獄
中
で
病
死

を
し
た
人
が
千
五
百
二
人
、
逮
捕

・

投
獄
さ
れ
た
人
は
数
十
万
人
に
お

よ
び
ま
す
．

今
年
は
、
全
国
で

「わ
が
青
春

つ

き
る
と
も
」
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
の

上
映
運
動
が
取
り
組
ま
れ
、
京
都
で

も
試
写
会
の
取
組
み
、
戦
争
展
で
の

上
映
会
、
亀
岡
や
宇
治

・
城
陽
、
京

田
辺
市
、
中
京
で
の
上
映
の
取
り
組

み
や
、
福
知
山
や
京
丹
後
市
を
は
じ

め
北
部
で
の
上
映
に
向
け
た
取
り

組
み
が
広
ま
つ
て
い
ま
す
。

京
都
民
報
に
伊
藤
千
代
子
の
映

画
と
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の

「山

田
寿
子
」
の
拷
間
の
実
態
と
人
と
し

て
の
尊
厳
否
定
、
治
安
維
持
法
の
実

態
が
報
道
さ
れ
、
そ
の
生
き
方
、
若

者

の
未
来

へ
の
確
信
を
映
画
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
映
画
で
有
り
、

京
都
で
の
成
功
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
上
映
運
動
を
契
機
と
し
て
、

市
民

。
各
種
団
体
と
の
協
力

・
共
同

の
関
係
強
化
や
運
動
の
連
帯
を
進

め
、
上
映
運
動
の
成
功
を
め
ざ
し
ま

す
。
こ
の
運
動
を
通
じ
て
同
盟
員
の

拡
大
と
支
部
建
設

へ
の
取
り
組
み

が
重
要
で
、
中
央
が
呼
び
掛
け
て
い

る
２
万
人
の
同
盟
建
設

へ
の
貢
献

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者

の
掘
り
起
こ
し
と
顕
彰
活
動
が
取

り
組
ま
れ
、
千
葉
県
や
大
阪
府
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
、
研
究

の
成
果
と
し
て
編
纂

。
発
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
京
都
で
も
こ
れ
ま
で
、

戦
前
の
活
動
家

の
人
々
の
活
動
や

功
績
を
し
の
ぶ
出
版
は
各
種
発
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
治
安

維
持
法
犠
牲
者

の
顕
彰
と
し
て
の
　
２

出
版
は
着
手
し
て
き
ま
し
た
が
発

行
に
至

つ
て
い
ま
せ
ん
。
長
年
の
懸

案
だ

っ
た
顕
彰
と
治
安
維
持
法
被

害
者
名
簿
の
調
査
と
発
行
に
向
け

た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
勝
村

誠
氏
や
本
庄
豊
氏
を
は
じ
め
、
多
く

の
研
究
者
の
方

々
の
協
力
を
得
な

が
ら
早
い
時
期

の
発
行

へ
向
け
て

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
二
）
前
総
会
以
後
の
同
盟
活
動
と
今

後
の
方
針

１
．
国
会
請
願
活
動



付録「不屈」578号  (1989年 5月 8日 第二種郵便認可 )2022年 8月 20日

①
国
会
請
願
活
動
は

、
国
民
の
権

′／
痢
で
あ
る
請
願
権
の
行
使
で
あ
り
国
賠

同
π
の
活
動
を
広
く
国
民
に
知
っ
て
も

″

ら
う
最
も
基
本
的
な
活
動
で
す
。
今
年

度
の
国
会
請
願
は
、
５
月
メ
日
に
実
施

さ
れ
佐
藤
副
会
長
と
薮
田
ハ事
務
局
長

の
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
立
憲
民
主

党
の
福
山
、
山
井
、
泉
の
３
議
員
、
日
本

共
産
党
の
市

田
、
大
門
、
倉
林
、
穀

田

の
４
議
員
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
立
憲
民
主
党
の
３
議
員
か
ら

は
、
承
諾
が
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
共

産
党
の
４
議
員
か
ら
は
快
く
承
諾
を
頂

き
ま
し
た
。

今
年
度
の
府
本
部
の
請
願
署
名
数
は
、

団
体
署
名
が
３‐

団
体
、
個
人
署
名
が
、

２
１
１
１
筆
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影

響
が
あ
つ
た
と
し
て
も
不
十
分
な
到
達

で
し
た
。

今
年
度
目
標
は
、
引
き
続
き
団
体
１

５
０
団
体
、
個
人
署
名
１
０
０
０
０
筆
と

し
ま
す
。
再
度
、
請
願
署
名
の
意
義
を

学
び
つ
つ
、
会
員

一
人
ひ
と
り
が
、
日
常

的
に
取
り
組
む
活
動
と
集
中
し
て
取
り

組
む
活
動
を
結
合
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
の
活
動
で
協
力
を
頂
い
て
き
た

個
人
や
団
体
の
方
々
の
協
力
を
得
る
体
　
　
涯
」
の
講
演
会
を
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し

制
も
強
め
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
　

　

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
約
９０
人
が
参
加
し

請
願
署
名
で
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
　
　
募
金
が
７
万
円
余
り
集
り
、
今
年
、
予

て
い
る
京
丹
後
支
部
の
経
験
に
学
び
目
　
　
定
し
て
い
ま
す
映
画
「わ
が
青
春
つ
き
る

標
を
持
っ
て
日
常
的
に
署
名
を
中
心
に
　
　
と
も
」
上
映
運
動
成
功
へ
の
足
掛
か
り
が

据
え
た
活
動
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。　
　
　
で
き
ま
し
た
。

②
宣
伝
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
　

　

②
「わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
上
映
運

影
響
で
定
例
の
清
水
寺
宣
伝
は
、
数
回
　
　
動
に
つ
い
て

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
京
都
の
「平
和
の
た
め
の
京
都
の
戦

８
・
‐５
終
戦
記
念
日
の
四
条
河
原
町
　
　
争
展
」
期
間
中
の
８
月
５
日
・６
日
の
２

宣
伝
に
は
、
４
人
が
参
加
し
、
そ
の
模
様
　
　
日
間
計
４
回
の
上
映
を
計
画
。
知
事
選

が
「不
屈
中
央
版
」
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
　

挙
な
ど
で
取
り
組
み
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

５
。３
憲
法
集
会
‐ｎ
円
山
集
会
に
は
、
　

各
団
体
へ
の
協
力
申
し
入
れ
を
お
こ
な

会
員
１０
名
が
参
加
し
宣
伝
・署
名
活
動
　
　
い
つ
つ
、
チ
ラ
シ
ー
０
０
０
０
枚
、
チ
ケ
ッ

と
市
役
所
ま
で
の
ア
ピ
ー
ル
行
進
に
も
　
Э
卜
３
０
０
枚
（９
０
０
枚
）
を
作
り
各
協

横
断
幕
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
　

　

み
ぃ
力
団
体
の
協
力
を
得
て
配
布
を
し
ｆ
ル

２
．
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
　
ｆ
奉
す
。
６
月
４
日
に
「試
写
会
」
を
開
催

い
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
約
５０
名
の
参
加
を
得
て
成
功
へ
向
け

①
第
４１
回
「平
和
の
た
め
の
京
都
の
戦
　
　
て
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
ｃ

争
展
」
は
、
７
月
２３
日
・
２４
日
の
２
日
間
、
　

　

「戦
争
展
」
で
の
展
示
パ
ネ
ル
も
古
く

「京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
ほ
ぼ
貸
　
　
な
り
来
年
度
の
「戦
争
展
」
を
目
途
に

し
切
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
コ
ー
　
　
新
し
い
パ
ネ
ル
に
更
新
を
目
指
し
ま
す
。

ナ
ー
で
は
、
伊
藤
千
代
子
の
パ
ネ
ル
展
　
　
３
．
治
安
維
持
法
犠
牲
者
顕
彰
活
動
と

示
。書
籍
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
　
　
犠
牲
者
名
簿
づ
く
り
に
つ
い
て

組
み
ま
し
た
。
文
化
企
画
で
は
、
藤
田
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
年
間
の
活
動

廣
登
氏
を
招
い
て
「伊
藤
千
代
子
の
生
　
　
自
粛
が
続
い
て
い
た
が
、
３
月
５
日
に

ヽ
「
／

一

「念
膚
）
回
山
宣
墓
前
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
盟
府
本
部
を
代
表
し
て
原

田
完
会
長
が
、よ
廻
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
同
‰
馴
囃
ド
は
「第
５８
回
国
領
五

一
部
墓
前
祭
」が
黒
谷
の
顕
苓
院
本
堂

で
お
こ
な
わ
れ
佐
藤
和
夫
副
会
長
が
追

悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
４
月
‐４
日
に
は

倉
岡
愛
穂
墓
前
祭
が
京
丹
後
町
鞍
内

で
開
催
さ
れ
、
岡
下
宗
男
委
員
が
あ
い

さ
つ
、
松
村
満
行
副
委
員
長
が
報
告
を

し
ま
し
た
。
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
か

ら
原
田
完
会
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
ベ

ま
し
た
。

②
犠
牲
者
名
簿
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

ふ
距
県
都
治
安
雛
鶴
法
研
究
会
」
を
勝
村

誠
・
本
庄
豊
両
立
命
館
大
学
教
員
の

協
力
で
８
回
開
催
し
ま
し
た
。

犠
牲
者
個
人
カ
ー
ド
は
、
約
８
０
０
名

＼
ノ
を
抽
出
、
精
査
と
追
加
補
充
実
務
に
は
、

一
３０
代
の
新
し
い
女
性
会
員
が
エ
ク
セ
ル
な

ど
を
活
用
し
て
進
め
て
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

４
．
支
部
建
設
と
会
員
拡
大

①
支
部
建
設
で
は
、
近
年
、
会
員
の
高

齢
化
が
進
み
支
部
活
動
の
困
難
さ
の
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
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京
丹
後
支
部
は
、
「倉
岡
愛
穂
墓
前
　
　
地
域
の
一
般
紙
・地
方
紙
に
記
者
会
見

祭
」
「和
田
喜
太
郎
語
る
会
」
「安
達
征
　
　
を
企
画
す
る
な
ど
成
功
へ
向
け
て
取
り

一
語
る
会
」
な
ど
の
顕
彰
活
動
と
「新
　
　
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。

春
の
つ
ど
い
」
な
ど
の
支
部
独
自
の
活
動
　
　
　
中
京
支
部
で
は
、
役
員
体
制
が
確

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
　
　
立
し
な
い
ま
ま
の
状
態
で
、
早
い
時

た
、
国
会
請
願
署
名
で
も
、
支
部
目
標
　
　
期
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

を
決
め
取
り
組
み
、
府
本
部
の
署
名
活
　
　
　
下
南
支
部

・
西
右
京
支
部
の
再
建

動
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
ｃ　
　
　
　
　
　
問
題
は
引
き
続
き
重
要
課
題
で
す
。

映
画
「わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
上
映
　
　
　
府
本
部

の
重
要
課
題
と
し
て
支

を
京
都
府
北
部
で
も
と
準
備
会
。試
写
　
　
部
を
中
心
と
し
た
活
動
す
る
体
制

会
を
計
画
し
上
映
成
功
へ
向
け
た
取
り
　
　
の
確
立
の
た
め
特
別

の
体
制

で
臨

組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
す
。

支
部
結
成
１２

′刹
パ
一迎
え
役
員
の
高
齢
　
　
②
前
総
会
以
降
の
新
た
な
入
会
者

化
対
策
な
ど
も
含
め
、
若
い
Ｌ
代
へ
の
継
　
　
は
２０
人
で
、
退
会
者
４３
人
で
大
会

承
に
取
り
組
み
を
つ
よ
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
現
勢
は
５
３
４
人
。

２３
人
の
後
退
。

宇
治
洛
南
支
部
は
、１２
月
に
書
面
議
　
　
　
府
本
部

の
現
勢

の
後
退
傾
向
を

決
の
支
部
総
会
を
開
催
し
新
し
い
体
制
　
　
直
視
し
、
ま
ず
大
会
現
勢
の
回
復
を

を
確
立
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
つ
　
　
め
ざ
し
ま
す
。
中
央
本
部
が
提
起
し

て
定
期
的
な
役
員
会
の
開
催
が
出
来
ま
　
　
て
い
る
２
万
人
同
盟
建
設
実
現
に

せ
ん
で
し
た
。
定
例
の
清
水
寺
宣
伝
は
　
　
向
け
た
活
動

に
応
え
積
極
的
な
会

じ
め
地
域
の
平
和
ネ
ッ
ト
の
宣
伝
活
動
　
　
員
拡
大
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
６
月
に
農
村
労
組
関
係

で
８
名

映
画
「わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
上
映
　
　
の
会
員
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
貴

運
動
で
は
、
地
域
の
個
人
・
団
体
と
協
　
　
重
な
実
践
で
す
。
各
支
部
が
日
標
を

力
し
実
行
委
員
会
形
式
で
取
り
組
み
　
　
持

っ
た
活
動
と
府
本
部
と
し
て
集

ブ
レ
企
画
と
し
て
「ひ
ま
わ
り
」
上
映
、　
　
中
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
し
ま
す
。

５
、
財
政
、
・
学
習
活
動
に
つ
い
て

①

２
０
２
１
年
度

の
決
算

の
特
徴

は
、
会
員
の
高
齢
化
や
健
康
上
の
理

由
な
ど
に
よ
り
会
員
現
勢
が
大
き

く
後
退
す
る
中
で
、
会
費
収
入
お
よ

び
寄
付
金
収
入
を
大
幅

に
後
退
す

る
こ
と
な
く
維
持
し
て
い
る
こ
と
、

支
出
で
は
積
年

の
課
題

で
し
た
顕

彰
活
動

の
大
き
な
前
進
を
保
証
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
２

年
度
に
は
顕
彰
活
動
に
お
け
る
治

安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
を
中
心
と

し
た
第

一
版
の
冊
子
発
行
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
保
証
す
る
予

算
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
幸

い
、

２
０
１
１
年
に
実
施
し
ま
し
た

「治

安
維
持
法
犠
牲
者
慰
霊
祭
」
の
収
支

残
金
約
５
０
万
円
弱
が
入
金
と
な

り
ま
す
。
顕
彰
活
動
費
予
算
と
し
て

繰
り
入
れ
ま
す
。
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
先
人
た
ち
に
も
学
び
な
が
ら
こ

の
活
動
を
正
面
に
据
え
な
が
ら
、
私

た
ち
の
活
動
を
保
証
す
る
た
め
に

も
会
員
の
現
勢
回
復
、
拡
大
目
標
達

成
は
焦
眉
の
課
題
で
す
。

②
戦
争
展
を
は
じ
め
と
し
た

「わ
が

青
春

つ
き
る
と
も
」
上
映
運
動
を
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
上
映
運
動

に
関
す
る
収
支

に
つ
い
て
は
独
立

採
算
を
前
提
に
別
会
計
と
し
て
次

年
度
に
引
き
継
ぐ
事
に
し
ま
し
た
。

③
毎
年
の
総
会
時
な
ど
で
の
教
育

・

学
習
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

③
雑
誌

「治
安
維
持
法
と
現
代
」
な

ど
、
引
き
続
き
書
籍
販
売
、
固
定
読

者
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

６
。
府
本
部
の
新
た
な
前
進

ヘ

事
務
所
開
所
は
、
実
務

の
効
率

化

・
役
員
間
の
意
思
疎
通
な
ど
で
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
　
４

に
事
務
所
の
活
用
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
運
用
拡
大
で
府
本
部

の
活
動
を

総
合
的
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

映
画

「
わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
」

上
映
運
動

の
成
功
に
確
信
を
持
ち

協
力
団
体
と
の
協
力
関
係
を

一
層

強
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
本
部
が
呼
び
掛
け
て
い
る

２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体

制
の
決
着
、
２
万
人
同
盟
建
設
目
指

し
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。


